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要旨：本稿は東日本大震災５年目（６年度目）、災害社会学（生活再建・コミュニティ再興）を専らとする筆
者の現場に関わる取り組みの軌跡・覚書（）となる。「前稿（）」（大矢根、２０１５a）では、震災４年目の各
種調査研究（実践）の展開について、（本務校）大学系連携事業、（学会加入している）社会学系４学会活動、
（筆者のプロパー領域の）日本災害復興学会、（長年依拠しているところの）災害社会学研究グループ（早稲田
大学地域社会と危機管理研究所）、災害人類学研究会をあげて一年間の被災地調査（研究実践）を概観し、あ
わせて、当該研究の社会的還元の実際を、当震災に関連して展開を見せる非・未被災各地の防災事業への筆者
の参画状況および刊行物をもって示した。本稿・今年度は、前稿同様の主旨・項目立てで、本務校関係の連
携事業、学会関係の研究実践活動、関連研究の社会的還元（防災事業への筆者の参画状況）、関連研究
の社会的還元（刊行物）として記しておくこととする。
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はじめに
「本稿（）」では、筆者の参画する震災５年目の各種
調査研究（実践）の展開について、まずは、「1．震災に
対峙する５年目の記録」として、本務校関係の連携事
業、筆者の参画する学会・研究活動として社会学系４
学会、筆者のプロパー領域の日本災害復興学会、筆者が
四半世紀前より参画し拠り所としている「早稲田大学・
地域社会と危機管理研究所」（および同メンバーが中核
となって活動している関東都市学会）、災害人類学研究
会、そして新設された地区防災計画学会、をあげる。次
いで、「2．現地踏査記録」として、この一年間の１２回の
現地調査を概観・記録する。最後に、「3．東日本大震災
関連の研究実践・社会的還元」として、当震災に関連し
て展開を見せる非・未被災各地の防災事業への筆者の参
画状況および今年度の刊行物を示しておくこととする。
なお、「前稿（）」では２０１４年１１月末の入稿時までを記
したので、「本稿（）」ではその後の２０１４年１２月より２０１５
年１１月末までを記しておくこととする。
1．震災に対峙する５年目（平成２７年度）の
記録
１―１ 専修大学系連携事業
本務校・専修大学に関連しては、石巻専修大学、
―１専修大学、が取り組む被災・防災事業をあげ、加え
て、―２学部授業等の取り組みを記しておく。
石巻専大・復興大学との連携
石巻専修大学は、震災後に東北地方で発足した復興大
学（仙台学長会議が学都仙台コンソーシアムにおいて検
討を重ねて、文科省・大学復興センター構想の一つとし
て位置づけられた）の４事業＝「復興人材育成教育コー
ス」、「教育復興支援」、「地域復興支援ワンストップサー
ビス・プラットフォーム」、「災害ボランティアステー
ション」のうち、「地域復興支援ワンストップサービ
ス・プラットフォーム」事業の幹事校となっている。
同大学理工学部を昨年度定年退職された若月昇名誉教
授が、その積年の研究成果を、人力で移動可能なモバイ
ル電源本体と大容量電池搭載ドッキングステーションで
構成される非常用電源ステーションとして企画・開発し
UMC（Universal Mobile Consent：「緊急電源つなぐ君」）
と名付けた。これは昨年度末・２０１５年３月、仙台で開催
された国連防災会議でも報告展示されて好評をはくし
受稿日２０１５年１２月７日 受理日２０１５年１２月１７日
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（写真１）、その後、専修大学生田キャンパス（９号館１
階）およびサテライトキャンパスにて今年度、常設展示
されている。
また、筆者サイドから宮定章氏（NPOまちコミュニ
ケーション代表）を復興大学コーディネーターに推薦し
て石巻専修大学で現地採用していただいた。宮定氏は、
石巻市牡鹿半島・雄勝地区の復興まちづくりの研究実践
に参与していて、今年度は、この貴重な現地データ・知
見等を専大生田キャンパスのカリキュラムに反映させる
べく、人間科学部選択必修科目「社会学特殊講義 C
（NPO・まちづくり）」（前期・木曜日２時間目）の枠に
出講いただいた（写真２）。
―１．専修大学
文科省・私大戦略的研究基盤形成支援事業に位置づけ
られた社会関係資本研究センター（代表：原田博夫経済
学部教授、２００９―２０１３年度）が終了し、その後継プロ
ジェクトとして２０１４年度より５年間、同代表のもと「ア
ジアにおけるソーシャル・ウェルビーイング研究コン
ソーシアムの構築」がスタートした。筆者は同プロジェ
クトに設置された３分野のうちの一つ、ソーシャル・リ
スク・マネージメントのチーフを、また、同プロジェク
ト紀要（日英２誌）の編集長を拝命した。筆者個人とし
ては、前プロジェクト以来継続して、resilience（復元
＝回復力）概念を援用して被災地復興・防災の研究実践
に取り組んでいくこととなる。
専修大学では、庶務課が中核となって防災への取り組
みに力を入れだし、このところ毎年、授業時間内の避難
訓練を企画・実施している。今年度は７月６日（月）～
１０日（金）の一週間にわたって授業時間中の避難訓練が
行われ、各教室では、緊急地震速報に合わせて授業を中
断して Shake-out訓練に参加し（写真３）、その後は、
教員の指示・職員の誘導で１０号館前広場まで避難した。
小中学校では学校安全に関わるカリキュラムの一環とし
て毎月、何らかの避難訓練が行われるが、大学では珍し
いことで、しかも授業時間を潰して教学一体となってそ
れも一週間にわたって毎日続けて実施するなど、力の入
れようが伝わってくる。
また大学では今年度、多摩区防災フェア（２０１５年１２月
９日＠川崎市多摩区役所）に出展することとなり、この
展示企画の打診がゼミに舞い込んできたところで、この
たびゼミからは、多摩区防災に関わる過去の卒論（２０１３
年度卒業生：浜岡百合子「例大祭にみられる公共性的萌
芽を考察する～中野島稲荷神社の氏子・宮司への聞き取
り調査から～」／吉原絵美「年齢階梯制から見える川崎
市多摩区中野島青年会の自主独立性を考察する～青年
会・消防団 OBへのインタビュー調査を通して～」）を
展示し、また、ゼミで永年取り組んできた阪神・淡路大
震災コミュニティ復興の２０年の記録化に関連する諸資料
（金原雅彦「阪神・淡路大震災被災地２０年の定点観測写
真～個人的な記録として～」）を紹介・展示し、さらに
大学体育寮解体に伴う多摩消防署の破戒消防訓練のゼミ
写真１：国連防災会議で報告・展示された UMC
写真２：宮定氏の講義「社会学特殊講義 C」
写真３：シェイクアウト訓練（Drop-Cover-Hold on）
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視察（写真４）について蓄積資料を紹介・展示した。金
原氏の阪神復興２０年写真展は、今秋、日本災害復興学会
２０１５東京大会の石巻専修大学特設コーナーに併設された
企画で、これが大好評であったことから今後、展示機会
を模索していくことにしていたが、そのお声かけの第一
弾が、この多摩区防災フェアとなった。
―２．学部授業・専大社研事業
今年度も学部授業には、現場から数々の講師・ゲスト
が訪ねてきてくれた。上述の宮定氏は、「社会学特殊講
義（NPO・まちづくり）：前期・木曜日２時間目」を担
当してくれた他、授業後の夕方、ゼミ生のみならず専大
教員を招いて、復興まちづくりに関する勉強会、さらに
は社会科学研究所の定例研究会開催（２０１５年６月１８日）
にご協力いただいた（写真５）。社研定例研究会は、「２０１１
―２０１５東日本大震災・離半島部：医療福祉過疎地帯にお
ける在宅支援事業の制度設計と諸課題―１９９５阪神・淡路
大震災・復興まちづくりの研究実践との繋がりから考え
る―」と題して設定され、 報告１「大震災による被
害・復興事業と生活再建の課題」（ 報告者 :宮定章氏
（本学社会科学研究所客員研究員））、報告２「医療福祉
過疎地帯における在宅支援事業の制度設計と諸課題―東
日本大震災・津波被災地＝石巻市牡鹿半島・清水田浜：
キャンナス東北「おらほの家」の実践より―」（ 報告
者 :野津裕二郎氏（作業療法士・キャンナス東北「おら
ほの家」設立・運営スタッフ））の報告二本立てで行わ
れた。
さらに今年度、宮定氏はゼミ生を東日本大震災の被災
地・石巻市に誘導してくれて、現地調査のご指導をいた
だいた。
また、宮定氏の所属 NPOの初代代表である小野宗幸
氏（現・正眼寺＠箱根湯本、住職）が、毎週月曜日夕方
の、３―４年ゼミにコメンテーターとして毎週参加して
くれて、また、ご自身の被災地視察・交流にゼミ生を同
行させてくれて、石巻や福島（双葉・富岡）を訪ねて学
ぶ機会を提供してくれた（写真６）。また小野氏は、宮
定氏の授業を映像・文字に記録し、講義録の出版化を進
めているところである。ご自身が取り組んだ阪神・淡路
大震災の経験が、宮定氏を介して東日本大震災に繋がっ
ていく、この２０年の有り様が宮定氏の講義に凝縮されて
いる。その記録化・成果の刊行が待ち遠しい。神戸との
関係で、小野氏は「まちづくりの教祖」と言われる宮西
悠司氏をゼミに招いて、ゼミでミニ講義をしていただく
機会に恵まれた（写真７）。
写真４：破壊消防についての現場レクチャー
写真５：社研定例研究会・宮定報告
写真６：帰還困難区域（富岡）一時帰宅
写真７：宮西氏ミニ講義
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筆者は大学教員として教壇に立って１９９３年度から途切
れることなく毎年、社会調査実習を担当してきたが（１９９３
常磐大学→１９９５江戸川大学→１９９９専修大学…）、２０数年
ぶりに今年度は科目担当ローテーション（その希有な巡
り合わせ）により、現地調査実習担当を外れることと
なった。その代わり、（現地的源泉ではなく）文献的源
泉を扱う「文献研究」を担当することとなったことか
ら、東日本大震災を改めて精確に読み解くべく、数名の
履修者とともに、『津浪と村』（山口弥一郎、１９４３＝２０１１
復刻、三弥井書店）を紐解いている。
また、上述の専大社研の事業に関しては、筆者は事務
局長を仰せつかっていることから、ここで本稿・東日本
大震災復興に関わる社研研究事業について書き添えてお
くこととする。社研所員・土屋昌明教授が企画した公開
研究会が開催（２０１５年６月２７日）され、筆者もコメン
テーターとして登壇した。この研究会では映画「フタバ
から遠く離れて 第二部」が上映され、舩橋淳監督が登
壇して「我々の問題としてのフクシマ」を論じた。研究
会後の懇親会には、帰還困難区域・双葉にある自宅から
長期避難して専大に登校しているゼミ生・畑中建佑君も
参加して、フタバをライフワークとして描く舩橋監督に
自身の思いをぶつける貴重な機会を得た。
また、次項の学会活動に詳述するが、今年度の日本災
害復興学会の大会が専修大学で開催され、特別セッショ
ン＆公開シンポジウムが専大社会科学研究所共催として
実現した。
１―２. 学会・研究会活動
社会学系４学会活動
社会学関連学会では、日本社会学会・地域社会学会・
日本都市社会学会・環境社会学会の４学会連合で震災研
究が組織化・継続されている。これは主に、加藤眞義教
授（福島大学）が研究代表者となって２０１２年度に申請・
採択された科研費・基盤研究（A）「東日本大震災と日
本社会の再建－地震、津波、原発震災の被害とその克服
の道」がベースとなり、これに各研究者が取得した研究
費を持ち寄り運営されていたもので、その成果は毎年、
報告書『災後の社会学』として刊行されている。日本社
会学会研究活動委員会や震災問題情報連絡会がまとめ役
となってきた。また、第２２期日本学術会議社会学委員
会震災再建分科会（舩橋晴俊委員長）から提言「東日本
大震災からの復興政策の改善についての提言」（２０１４年
９ 月２５日公表）を出している。そして２０１４年度末の３
月１５日、震災問題情報連絡会『東日本大震災研究交流
会』が開催された。筆者は「「復興―防災」連関に参画
する災害社会学の研究実践～岩手県大槌町安渡町内会に
おける津波防災計画づくりをめぐって～」と題して報告
した。同報告はその後、改題されて報告書に掲載された
（大矢根、２０１５e）。
この加藤科研費が期間終了したため、この研究体制の
継続・展開として今年度、田中重好教授（名古屋大学）
が核となって、基盤研究（A）「東日本大震災の復興過
程とその社会的影響：１０年後の検証」（案）を申請中で
ある。筆者は、同研究企画案中、全体のプラットホーム
構築および事務局に入り、専門的研究内容としては、防
災の国家体制・制度を論じることとなる。同時に筆者
は、高橋誠教授（名古屋大学）が研究代表となる基盤研
究（A）「多層的復興モデルに基づく巨大地震災害の国
際比較研究」（２０１５～２０１８年度）に参加しているが、こ
うした諸研究グループは常に相互に連携しつつ、現地調
査、研究会、出版企画を重ねていて、現在、震災企画
「災害パラダイムの転換と支援」として有斐閣から近日
刊行予定で、筆者も一つの章を担当している。上述の田
中、高橋両教授は筆者の属する社会科学的災害研究領域
では「名古屋グループ」と呼称されている。災害・防災
についての学際的研究グループを緻密に組み上げ精力的
に研究を重ねておられる。筆者は２０１５年１月に、この名
古屋大学グループにお声かけいただいて、インドネシア
津波災害の復興状況視察としてバンダ・アチェに、５月
に東日本大震災津波被災地フィールドワークとして青森
から福島まで、同行させていただいた。
日本災害復興学会
今年度、日本災害復興学会は東京で開催されることと
なり、これを専修大学で引き受けた。一昨年度、同学会
内に関東ブロック学術推進委員会が設置されて初代委員
長に筆者が就いたこと、東日本大震災５年の節目に関東
以北で学会大会を開きたいとの学会の意向、こうした思
惑・状況が重なり、専修大学＠神田キャンパスでの開催
となった。学会内に２０１５東京大会実行委員会が設置さ
れ、筆者が実行委員長となって、春より毎月一回ほど、
専大神田キャンパス（＠社会科学研究所分室）にて実行
委員会を開催して企画を練ってきた。９月２６日（土）～
２７日（日）の日程で学会は開催され（写真８）、６つの
分科会、３つの口頭発表枠、一つのポスターセッション
の他、特別セッション「阪神・淡路大震災２０年の経験を
ふまえた未来の災害復興への提言」、公開シンポジウム
「首都直下地震からの 東京の復興課題とそのあり方」が
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企画された。特別セッション・公開シンポジウムは、専
大社研共催の形をとることができた（写真９）。
また、今年度は、日本各地で噴火災害が続出した。復
興学会の関東ブロック学術推進委員会には、１９９０年代初
頭の雲仙・噴火災害以来、噴火災害復興に携わる専門家
が多数いることから、上述の２０１５東京大会に接続する形
でその翌週、学会東京大会第二弾のような位置づけで公
開シンポジウム「噴火災害時の被災地支援を模索する」
（１０月３日＠専大神田キャンパス）を企画・開催した。
こちらも専大社研共催とさせていただいた。今年噴火し
た現地から、神奈川県箱根・強羅、鹿児島県・口永良部
島、またこれまで噴火災害復興に取り組んできた北海
道・有珠山、東京都・三宅島から当事者を招き議論し
た。口永良部島からの参加者は、シンポ開催前日まで数
日間、三宅島を訪ねて復興の現場を視察したが、その模
様は NHK鹿児島記者の同行取材によってドキュメンタ
リー番組としてまとめられた。現地対応、復興に関し
て、その知見・ノウハウが確実に伝えられている。今回
は、雲仙以来、各地の復興現場にアドバイザーとして関
わってきた、学会副会長・木村拓郎氏（減災・復興支援
機構理事長）、三宅島噴火全島避難を経験した同理事・
宮下加奈氏（ネットワーク三宅島代表）が企画・コー
ディネートを担ってくれた。ゼミの学生が二週にわたっ
て、学会運営の大会会場係で多数、協力・参加してくれ
たことをここに付記しておきたい（写真１０）。
早稲田大学・地域社会と危機管理研究所（および関東
都市学会）
筆者が１９８０年代から四半世紀にわたってお世話になっ
ている災害社会学研究グループの老舗・草分けである
「地域社会と危機管理研究所」（旧・早稲田大学社会科学
研究所・都市研究部会／都市災害部会）（上述の名古屋
グループと同様、こちらは老舗として早稲田グループと
呼び慣わされている）では、ここが中心的に関わりなが
らサポートを続けていた東日本大震災の大規模被災地・
岩手県大槌町の復興関連諸事業が、昨年度末から今年度
にかけて一つのメルクマールとなる成果をうち立てた。
同震災の重い貴重な教訓を活かすべく、町の安渡町内会
（会長：佐藤稲満→佐々木慶一）で独自に検討・策定
（その中核は、吉川忠寛・防災都市計画研究所所長）し
ていた津波防災地区計画がまとまり、これが２０１５年３月
に仙台で開催された世界防災会議パブリックフォーラム
「地区防災計画モデル地区フォーラム」において、モデ
ル地区の報告のトリをつとめ大きな注目を浴びた（写真
１１）。筆者は地域社会と危機管理研究所のメンバーとし
て、また、防災都市計画研究所の吉川忠寛所長よりお声
かけいただいて現地調査に参加させてもらっていた。
同地区防災計画策定は、大槌町で「生きた証プロジェ
クト」と平行して行われている。そこでは失われた命を
決して無駄にせぬよう、その方々の生き様（死の過程）
が克明に聞き取りされ、地区防災計画に反映されつつあ
写真８：日本災害復興学会２０１５東京大会・開会式
写真９：復興学会・公開シンポジウム：首都直下型地震・復興
写真１０：復興学会・木村副会長に紹介されるゼミ生
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る。２０１５年夏の町長選で、こうした一連の復興・防災事
業を推進していた碇川町長が破れ、碇川氏のもとで役場
職員であった平野氏が新町長に就いた。復旧、検証、復
興も一つの節目を迎えつつある。こうした一連の事業の
継続・展開がどうなるのか、見守りつつも必要な研究実
践は続けていく。
早稲田グループは、上述の大槌町・安渡地区の他、気
仙沼などの津波被災地研究とともにいわき市に拠点を置
イチエフ
いて１F災害の長期避難を研究している。ODの川副早
央里氏が現地居住して、研究実践を重ねている。川副氏
には東日本大震災の発生以降、筆者の取り組む石巻津波
被災地研究にも参画していただき、特に、石巻市内１３８
カ所設置された応急仮設住宅団地の実態調査（研究代表
は中島正裕・東京農工大学准教授）の企画・実施・分析
に取り組んでいただいた。今夏、この成果（中島他、
２０１５）が『農村計画学会誌』に掲載され、この概要は上
述の日本災害復興学会２０１５東京大会の石巻特設コーナー
にポスター形式でも特別展示された。
災害人類学研究会
清水展教授（京都大学）を代表とする科研費・基盤 B
「自然災害からの創造的な復興の支援を目指す統合的な
民族誌的研究」（２０１１―１４年度）は、昨年度最終年度とな
り、今年度は成果本の執筆にあてられた。京都大学学術
出版会から５巻本のシリーズ「災害対応の地域研究５」
として『新しい人間、新しい社会―復興の物語を再創造
する―』がまとめられ、筆者はそこで二つの章を執筆し
た（「第２章 現場で組み上げられる再生のガバナンス
―既定復興を乗り越える実践例から―」／「第８章 小
さな浜のレジリエンス―東日本大震災・牡鹿半島小渕浜
の経験から―」）。
同シリーズの企画・編集責任者である山本博之准教授
（京都大学・地域研究統合情報センター）が中心となっ
て JSPS（日本学術会議）研究拠点形成事業に応募し
て、これが「アジアの防災コミュニティ形成のための研
究者・実務者・情報の統合型ネットワーク拠点」として
採択された。筆者もそこに共同研究者として参加させて
いただくこととなり、これに合わせて今年度、客員教授
（京都大学地域研究統合情報センター：地域研究国内客
員研究部門）としていただいている。
１２月中旬、この JSPS事業の一環として、アジア各国
の若手研究者を招いての現地視察の一つを筆者がコー
ディネートして石巻各地を巡ることとなった。石巻は現
在、各種復興需要で多くの宿泊施設が新設されている
が、それらのなかには、５～１０年後に復興需要が一段落
したところで民間賃貸アパートに転用することを予定し
て建てられた長期滞在用宿舎がある。３LDKアパート
形式で、各部屋は施錠できるようになっている。都内に
は見かけない宿泊施設なので、今回はアジア各国からの
一行を、こうした復興需要施設に宿泊してもらい、日本
の復興状況の一端を経験してもらいたいと考えている。
地区防災計画学会
２０１０年度末に発生した東日本大震災を受けて、我が国
では再び共助のあり方が問われることとなり、これが
２０１３年度の災害対策基本法大改正の目玉の一つ、第４２条
「地区防災計画制度」（市町村内の一定の地区の居住者及
び事業者（地区居住者等）が行う自発的な防災活動に関
する「地区防災計画制度」）に結実した。
同制度制定とともに産官学協働で発足した地区防災計
画学会に筆者は理事として参加して、以下に示すよう
に、地区防災計画づくりの現場に参画しつつ、その現場
の取り組みを批判的に検討する論考等を同学会誌に提出
している。同制度を所管する内閣府が主導する地区防災
計画づくりの現場では、毎年１０～２０程度のモデル地区が
選定され、そこに現地アドバイザー、ボードアドバイ
ザーが選定・派遣される。今年度筆者は、宮城県石巻市
上釜地区、茨城県つくば市筑波山麓地区の二地区にアド
バイザーとして派遣されている（昨年度は、岩手県大槌
町安渡地区、静岡県清水市駅南地区）。
また、筆者の大学院ゼミに所属する修士課程の院生・
金思頴さんが、同学会の一部局である青年部の部長に就
き、学会活動に参加している。今年度は１０月１７日（土）
に専大神田キャンパスにおいて第９回研究会（テーマ：
「マンションと地区防災計画」）が開催され、筆者は司会
として登壇したが、同研究会の模様が金思頴「第９回研
写真１１：佐藤慶一氏のプレゼン＠国連防災世界会議
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究会印象記（速報版）」として、学会 HPに掲載されて
いる。
2．現地踏査記録
それでは次に、前稿（２０１４年１１月）以降の現地調査の
履歴をあげておく。
第５７回：２０１４年１１月２９日（土）～１１月３０日（日） 関東都
市学会＠いわき～ここまで前号。
番 外：２０１４年１２月６日（土） 専大 SW・国際シンポ
専大 SWの国際シンポ「ソーシャル・ウェルビーイン
グと経済発展」が、オーストリアより Friedrich Schneider
教授を基調講演者として招いて神田キャンパスで開催さ
れ、筆者は「災害からの復元力（レジリエンス）」 を報
告した。
番 外：２０１４年１２月１２日（土） 地区防災計画＠富士市
駅南地区
内閣府の地区防災計画アドバイザリーボードのメン
バーとして、筆者は２０１４年度、富士市駅南地区と岩手県
大槌町安渡地区を担当した。この日は、駅南地区の取り
組みをうかがい、地区防災計画へとまとめていく方策に
ついて、地元の方々と検討した。
番 外：２０１４年１２月１４日（日） ＠桐生市三吉町自主防
災会
桐生市（都市計画課）から地元町内会における防災ま
ちづくりの取り組みに関して専門的知識の提供を求めら
れたことで、三吉町自主防災会を訪ねて防災まちあるき
を実践することとなり、その第一回目学習会を行った。
番 外：２０１５年１月１０日（土）～１月１１日（日） 日本災
害復興学会理事会・総会
例年、１.１７近辺（センター入試日程枠を外して）、復
興学会総会が開かれる。１０日の理事会は東京駅ビルにあ
る関学のサテライトオフィスで出席した。西宮の関学オ
フィスとテレビ会議で結ばれている。１１日の総会は、西
宮キャンパスに赴いた。
番 外：２０１５年１月２４（土） 大田区防災講演会
昨年度初夏、東京消防庁職員対象の防災研修会で講演
したところ、その内容を大田区において防災講演として
再演したいとのご相談があり、これにこたえた。当日、
会場には、一昨年度ゼミ卒業生で大田区役所に就職した
浜岡さんも聴講に来ていて、思いがけない再会となっ
た。
番 外：２０１５年１月２５日（日） 防災まちあるき＠桐生
市三吉町自主防災会
自主防災組織の皆さんと、まちあるきを行い（写真
１２）、その後は地図を囲んで得られた知見を書き入れて
いった。
番 外：２０１５年２月１日（日） 東京都地域防災学習交
流会＠野沢一丁目
２０１４年度の東京都事業「平成２６年度東京都地域防災学
習交流会」を防災都市計画研究所（吉川忠寛所長）が受
託していて、筆者は災害時要援護者対策と避難所開設運
営に関する２つのコースのレクチャーのお手伝いをして
おり、都内各地の町内会を訪ねている。本日は世田谷区
の野沢に赴いた。
番 外：２０１５年２月５日（木） 地区防災計画＠富士市
駅南
３月の国連防災世界会議での報告に向けて、富士市駅
南で取り組む事業の特徴について議論し、PPTデータ
の作成などに取りかかってもらうこととなった。
番 外：２０１５年２月６日（金） 東京都地域防災学習交
流会＠墨田区こうめ
番 外：２０１５年２月１３日（金） 中核市市長会防災講演
中核市市長会防災担当者会議から中核市各市で相互に
実施すべき防災対策、危機管理施策に関する講演を求め
られ、これに応じた。
写真１２：危険＆資源さがしのまち歩き
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番 外：２０１５年２月１５日（日） 地区防災計画アドバイ
ザリーボード＠大阪
今回のアドバイザリーボードは大阪・梅田で開催さ
れ、これに出席した。３月の国連防災世界会議の流れが
検討された。
番 外：２０１５年２月１７日（火） 鹿児島県日置市
消防庁国民保護・防災部防災課が所管する「市町村災
害対応支援アドバイザー」に筆者は登録されていること
で、今年度この日は、鹿児島県日置市を訪ね、地元役場
で開催された図上演習を視察し（写真１３）講評した。
番 外：２０１５年２月１９日（木） 川崎市大師
例年、川崎市の社会参加支援事業のお手伝いをしてい
て、今年度は「シニアの力を発揮しよう」と題して、シ
ニア世代の活動が地域の人々を結び、安心して暮らせる
街づくりに貢献した事例についてレクチャーした。
番 外：２０１５年２月２０日（金） 桐生市防災講演
桐生市三吉町自主防災会での取り組みの延長として、
この日は、市主催後援会：「地域の草の根から取り組む
防災まちづくり～地域の防災まちづくりの取組から地区
防災計画の作成まで～」が行われ登壇した。
番 外：２０１５年２月２２日（日） 東京都地域防災学習交
流会＠元二親和会
番 外：２０１５年２月２４日（火） 広域避難研究会＠首都
大学・秋葉原キャンパス
科研費・基盤研究（B）「『空間なきコミュニティ』に
おける避難者の生活構造の再編に関する社会学的研究」
（研究代表者 :松薗祐子）が主催する公開シンポジウム
「原発避難とコミュニティ再構築～災害復興からの地域
再生はどうあるべきか～」に登壇して、「原発災害・
（事前）復興過程の研究実践－従前居住者の意志と実態
に対峙して－」と題して報告した。
番 外：２０１５年２月２６日（木） 地区防災計画＠富士市
駅南
番 外：２０１５年３月１日（日） 東京都地域防災学習交
流会＠西大井５丁目
第５８回：２０１５年３月７日（土）～３月９日（月） 大槌町
安渡町防災訓練
翌週の国連防災世界会議を控え、安渡の津波防災訓練
には県警のヘリも参加して、大々的かつ緻密に企画され
て実施され、その模様は各メディアに取り上げられた。
同会議のプログラムの一つ「世界防災会議パブリック
フォーラム：地区防災計画モデル地区フォーラム」でト
リをつとめることとなった。
第５９回：２０１５年３月１４（土）～３月１８日（水） 国連防災
世界会議＠仙台
この一週間は、仙台で国連防災世界会議が開催されて
いて、筆者の関連するところでは、１４日午後、国連防災
世界会議に併設して開催された地区防災計画学会（大会
テーマは「地域コミュニティにおける住民及び企業主体
の共助による地域防災力の強化に向けて～災害対策基本
法による地区防災計画制度の創設とその展望～」）で、
午後の部会「地域コミュニティにおける防災力の向上に
関する活動発表会～東日本大震災を踏まえて～」におい
て碇川・大槌町長他の報告の司会を担当した後、「各地
の注目すべき事例から」において、「『安渡町内会津波
防災計画づくり検討会』の取り組み―『地区防災計画』
策定の体制と調査」と題して報告した。
また、夕方には会場を移して、「世界防災会議パブ
リックフォーラム：地区防災計画モデル地区フォーラ
ム」で大槌町安渡地区の事例紹介コーディネートを担当
した。
なお、同会場では地区防災計画学会の表彰式が行わ
れ、専大・ゼミ院生の金思穎さんが「日中の地域コミュ
ニティにおける共助による防災活動に関する考察―日本
の『地区防災計画制度』に基づく防災活動と中国の『社
区』の防災活動の比較を通じて―」（『地区防災計画学会写真１３：図上演習＠鹿児島県日置市役所
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誌』第３号に掲載）で、学会奨励賞を受賞した（写真
１４）。
番 外：２０１５年３月１５日（日） 震災問題情報連絡会・
東日本大震災研究交流会
国連防災世界会議＠仙台から一時、東京に戻って、研
究交流会に参加した。筆者は研究報告 B部会（緊急対
応・防災）で「『復興―防災』連関に参画する災害社会
学の研究実践：岩手県大槌町安渡町内会における津波防
災計画づくりをめぐって」と報告し、次いで研究報告 C
部会（復興）の司会を担当した。
番 外：２０１５年４月１８（土）～４月１９日（日） 白馬村
昨年晩秋、長野県神城断層地震で大きな被害を受けた
白馬村の現状を踏査した。雪解けしてやっと、倒壊家屋
の撤去作業が始まっていた（写真１５）。
第６０回：２０１５年４月３０日（木）～５月２日（土） 八ッ場
ダムからいわき市へ
この１０年ほど、ほぼ毎年 GWのあたりに、群馬県の
八ッ場ダム建設予定地、川原湯温泉あたりを訪ね、進捗
状況を踏査している。かつての線路・駅、そして渓谷を
はるか眼下に、高台の新集落、バイパス道路、大橋と新
旧の施設・風景が混在する（写真１６）。草津白根山の噴
火で規制のかかる日本ロマンチック街道・万座道路を
通って万座温泉泊。
翌朝はその足で、群馬県を東進してフクシマに向かっ
た。富岡・小高を踏査して、いわき泊。
第６１回：２０１５年５月６日（水）～５月９日（土） 八戸か
ら相馬へ南下
名古屋グループ（田中重好先生、高橋誠先生）のお声
がけで、この機に青森からフクシマまで津波被災地の今
を、車２台で南下（昭和１０年代に山口弥一郎が石巻から
北上した巡検とは逆にたどり）して見て回った。八戸、
譜代（写真１７）、田老、大槌、陸前高田、気仙沼、南三
写真１４：地区防災計画学会奨励賞受賞・金思穎さん（右）と
矢守学会副会長
写真１５：神城断層地震の倒壊家屋の撤去 写真１７：岩手県普代村の（太田名部防潮堤と）譜代水門
写真１６：新しい橋の上から高台新集落と沈む渓谷をのぞむ
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陸、石巻、女川、荒浜、閖上、山元を巡った。
番 外：２０１５年５月３０日（土）～６月１日（日） 大震災
研究シリーズ企画会議＠佐世保
大震災研究シリーズ（有斐閣）の第２巻の企画会議が
佐世保で開かれた。定年で弘前大学から故郷・佐世保に
戻った檜槇貢先生（佐世保市政策推進センター）がセッ
ティングしてくださった研究会では、現況の原稿を持ち
寄り議論した。
番 外：２０１５年６月４日（木） 地区防災計画学会アド
バイザリーボード
番 外：２０１５年６月２７日（土） 社研定例研究会
専修大学社会科学研究所グループ研究「方法としての
ドキュメンタリーの生成とアジアにおける発展」（代表 :
土屋昌明教授）として、定例研究会「我々の問題として
のフクシマ」が開催され、映画監督・舩橋淳を招いて同
監督作品「フタバから遠く離れて 第二部」を上映した
（１―１．―２参照）。
番 外：２０１５年７月１０日（金） 生田キャンパス防災訓
練＆UMCミニ座談会
専大・生田キャンパスでこの一週間、全学的な防災訓
練が行われた。筆者は金曜日２時間目の避難訓練を視察
した。同日は、若月名誉教授が石巻専修大学から UMC
を携えて生田キャンパスに来ており、川崎市消防局のレ
スキュー隊員に同機のモニターをお願いし、現場のプロ
からのコメントをいただいた。
第６２回：２０１５年７月１１日（土）～７月１２日（日） 上釜踏
査（地区防災計画）
今年度の内閣府・地区防災計画づくりのモデル地区に
選定された石巻市上釜地区を訪ねて、地元スタッフに対
象地区をご案内いただいた。
第６３回：２０１５年７月１７日（金）～７月１８日（土） 石巻＆
フクシマ踏査
石巻・牡鹿半島の浜を巡った後、福島県新地町の高台
造成・移転地を踏査した。帰路、浪江・富岡の仮置場造
成工事現場を見て回った。フレコンバック（写真１８）、
これが庭先に置かれていては、いくら放射線量が高くは
ないと言われても、帰宅する気になろうはずもない。
番 外：２０１５年７月２２日（水） 社研 G研・宮定報告
社研定例研究会（公開研究会）として、向ヶ丘遊園駅
前のサテライトキャンパスにて、石巻・雄勝に常駐して
復興まちづくりを追う宮定氏にご登壇いただいた（1−1.
―２．参照）。
番 外：２０１５年７月２３日（木） 地区防災計画＠筑波山
麓地区
第６４回：２０１５年８月３日（月）～８月５日（水） 上釜
（地区防災計画）
上釜の集会所で、地区防災計画案、特に、秋の防災訓
練企画について検討した。
第６５回：２０１５年８月１７日（月）～８月１８日（火） 富岡＆
双葉（ミニ・ゼミ合宿）
ゼミ４年生の池田さん、３年生の畑中君は、ともに１
F災害で帰還困難区域に自宅があって（富岡、双葉）、
県外避難して生田キャンパスに通っている。お二人のお
盆休みの帰郷・一時帰宅にあわせて、ゼミで参加希望を
募りミニ合宿を張り、双葉、富岡の帰還困難区域に入れ
ていただき視察した（写真１９）。
第６６回：２０１５年９月１日（火）～９月２日（水） 上釜
（地区防災計画）＆石巻専大
今年度の地区防災計画モデル地区の一つ・石巻市上釜
地区で、災害時要援護者の避難支援についてのワーク
ショップを行った（写真２０）。
番 外：２０１５年９月１２日（土）～９月１４日（月） ゼミ合
宿＠箱根セミナーハウス
例年この時期にゼミ合宿を行う。今年の会場は箱根セ
写真１８：自宅前に仮置されたフレコンバック
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ミナーハウスであったが、現在、近くの箱根は噴火中。
商学部・川村ゼミが同宿で、先生から合同ゼミを持ちか
けられ、急遽、１F災害・帰還困難区域の自宅を離れて
生田キャンパスに通うゼミ生二人に特別レクチャラーと
して登壇して、現場の事情と思いを語ってもらった（写
真２１）。
番 外：２０１５年９月１９日（土）～９月２０日（日） 日本社
会学会＠早稲田大学
番 外：２０１５年９月２６日（土）～９月２７日（日） 日本災
害復興学会＠専修大学
今年度の日本災害復興学会２０１５東京大会を専修大学・
神田キャンパスで開催した（１―２．参照）。
番 外：２０１５年１０月１日（木） 防災とジェンダー検討
会
内閣府「防災における女性のリーダーシップ推進に関
する検討会」（３―１．参照）の今年度第一回目会議が永
田町の内閣府中央合同庁舎第８号館で開催された。
番 外：２０１５年１０月２日（金） 地区防災計画＠筑波山
麓地区
番 外：２０１５年１０月３日（土） 日本災害復興学会・火
山シンポ＠専修大学
前週末の復興学会２０１５東京大会の第二弾の位置づけ
で、火山シンポを神田校舎で開催した（１―２．参照）。
番 外：２０１５年１０月１７日（土） 地区防災計画学会＠専
大・神田キャンパス
地区防災計画学会は年に数度の研究会を開催する。第
９回目の今回は専大・神田キャンパスでこれをお引き受
けした。ゼミ院生の金思頴さんが大会印象記を執筆し、
これが学会 HPに掲載されている。
番 外：２０１５年１０月１１日（日） 災害社会学出版企画打
合会＠首都大・秋葉原
年末年始の入稿に向けて執筆・編集進捗状況の確認、
各巻・章の内容調整が行われた。有斐閣の編集担当者と
ともに、東北各地からも執筆者が集った。
番 外：２０１５年１０月１８日（日）～１０月２５日（日） フエ
（ベトナム）調査
VASS（ベトナム社会科学院）社会学研究所のメン
バーと、専修大学社会学科スタッフとは、様々な企画・
機会で協働していて、この度は、ベトナム中部村落のボ
ランタリー・アソシエーションに関するフィールドワー
クにお誘いいただいたことで、現地一週間のスケジュー
写真１９：一時立入車両通行証＠富岡町
写真２１：帰還困難区域の思いを語る（畑中君）
写真２０：上釜のワークショプ
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ルで筆者ひとり渡越した。フエ・ラグーンの集落（写真
２２、写真２３）では毎年、高潮等で床上浸水の被害を繰り
返し受けながらも、少しずつ宅地改良を繰り返し、漁業
（養殖を含む）を中核とした生活が営まれている。
番 外：２０１５年１０月３０日（金）～１１月１日（日） 日本都
市学会＠直江津
筆者の所属する関東都市学会が今年度は当番となっ
て、今年度の日本都市学会大会が直江津で開催された。
市長をはじめ多くの市職員が献身的に大会運営に協力し
てくれて、盛大に開催された。大会初日の現地エクス
カーションは、雁木の街並みをご案内いただいた（写真
２４）。学会大会では筆者は、２日目午前中、第３会場
「防災・災害復興・景観部会」において３つの報告の司
会を担当した。
第６７回：２０１５年１１月５日（木）～１１月６日（金） 上釜
（地区防災計画）
番 外：２０１５年１１月１２日（木） 地区防災計画＠筑波山
麓地区
第６８回：２０１５年１１月１４日（土）～１１月１５日（日） 上釜
（地区防災計画）
この半年、精力的に練り上げてきた津波避難防災訓練
の本番、生憎の小雨模様のなかではあったが、多くの参
加者を得て訓練が実施された（写真２５）。石巻市各地で
市総合防災訓練が実施された中、上釜には副市長が視
察・挨拶に訪れた。
番 外：２０１５年１１月２０日（金） 防災とジェンダー検討
会
第６９回：２０１５年１１月２６日（木）～１１月２７日（金） 上釜
（地区防災計画）
先週末の訓練の総括および２月のモデル事例報告会の
ポイントを整理・議論した。
番 外：２０１５年１２月２日（水） 復興学会２０１５東京大会―
２０１６石巻大会リエゾン
災害復興学会は来年度、石巻専修大学で開催される。
写真２４：雁木の街並み
写真２２：ラグーンの集落・船着き場
写真２３：聞き取り調査風景
写真２５：要配慮者の車椅子搬送訓練＠上釜
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その日程案の協議を石巻専修大学教員サイド・事務局連
携グループと学会サイドで行い、１０月初旬開催が決まっ
た。これから両者合同で大会実行委員会を組織化してい
くこととなる。
3．東日本大震災関連の研究実践・社会的還元
ここでは、筆者の研究実践のうち特にその社会的還元
について、防災専門機関との関わり（３―１.）、被災対
応・防災に関する大学等での講義（３―２.）、および執筆
した報告・論文等（３―３.）についてあげる。
３―１ 防災関連機関
原子力防災
『緊急時の人間行動』（原子力安全技術センター刊、
１９９８）、『地域とのリスクコミュニケーションに基づいた
原子力防災体制・訓練手法に関する研究』（原子力安全
基盤機構委託研究：研究代表・大矢根、２００４～２００６）、
そして『災害社会学入門』（弘文堂、２００７）の「第６章
・第２節 新たなリスクに対峙して：原子力災害の認識
と対応」の執筆を担当した経緯で、東日本大震災後に
は、原発災害の住民避難に関して、都道府県の防災会議
（原子力災害部会）に参加する機会があり、今年度は引
き続き石川県（志賀原発）に参加して、EPZ８―１０kmが
UPZ３０kmに設定し直されたことによる膨大な数の避難
者対策の諸課題等についてコメントしている。
防災まちづくり等
２０１３年の災対法大改正・第４２条 :地区防災計画制度制
定に伴う現地活動・学会活動については前述（１－２．
）の通りである。この他、防災まちづくりの勉強会や
ワークショップ等のお声かけに応じて現場を訪ねること
がある。このたびは、群馬県桐生市において２０１４年１２月
１４日、２０１５年２月２０日の２度、講演・ワークショップ等
を行った。統一テーマは「地域の草の根から取り組む防
災まちづくり～地域の防災まちづくりの取組から地区防
災計画の作成まで」。
また、東京都大田区において、２０１５年１月２４日に「地
域と連携した災害時要援護者に対する協力体制づくり」
と題する講演を行った。これは前年６月、東京消防庁職
員対象の講演「地域と連携した災害時要援護者に対する
協力体制づくり」を聞いた太田区職員が声をかけてくれ
て再演したものであった。
本務校の位置する地元・川崎市とは、この数年、多摩
区地域振興課の防災マップづくりや、川崎市教育文化会
館の各事業でお手伝いさせていただいている。２月に
「シニアの社会参加支援事業」として「安全・安心して
暮らせる街づくり～シニアの活動・貢献の事例～」とし
て講演した。また、川崎市多摩区の防災フェアへの出展
を打診され、今年度は１２月初旬、学部ゼミの研究成果を
３点（多摩区を素材とした過去の卒論２点／社会調査実
習の統一テーマであるところの阪神・淡路大震災復興過
程に関する神戸市長田区復興の２０年写真展／大学体育寮
解体に際しての消防・破戒消防訓練の視察記録）展示す
る。
神奈川県被害想定調査
一昨年度始まった神奈川県地震被害想定調査に、県事
務局サイドとして「被害想定（社会科学分野）」に参加
させてもらった。今年３月に最終報告書が県に届けら
れ、５月にネット上で一般公開された。２０年ほど前、神
奈川県西部地震被害想定調査の総合調整ワーキンググ
ループにおける火災・延焼シミュレーションを担当する
こととして、院生ながら未来工学研究所の嘱託研究員と
して参加させてもらったことが、こうした防災行政のお
仕事の始まりであった。その後、同事業の事務局を担っ
ていた未来工学研究所メンバーが独立して防災＆情報研
究所（高梨成子代表）として今回の被害想定を受託し
た。２０数年ぶりに前回同様のスタッフのもと、特に座
長・吉井博明名誉教授（東京経済大学 :防災社会工学）
のもと、最新・最高峰の被害想定策定の現場を学ばせて
いただいた。
防災とジェンダー検討会
今年度、「防災における女性のリーダーシップ推進に
関する検討会」（内閣府）の座長を仰せつかった。前任
の矢守克也教授（京都大学防災研究所）からのお声かけ
に応じて引き継ぐ形となった。防災における女性のリー
ダーシップを推進するため、男女共同参画視点からの防
災に関する研修プログラムを開発（研修実施に必要な教
材等の作成を含む）する内閣府の事業である。ここには
当初から、浅野幸子氏（減災と男女共同参画推進研修セ
ンター共同代表）が参加しており、その存在を頼りに同
職をお引き受けすることとした。浅野氏とは彼女が神戸
でまちコミの主力メンバーとして活躍している頃から２０
年来の知己がある。今年度、浅野氏には、専大・非常勤
講師をお願いして、神田校舎で教養科目「社会学」等を
ご担当いただいている。
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３―２ 災害社会学関連講義・講演
大学（院）講義・講演
人間科学部社会学科専門科目「地域社会学 B－１＋２」
では、筆者の被災地研究の諸事例を適宜紹介してい
る１）。
今年度は、同僚の嶋根克己教授のご紹介により、ベト
ナム社会学院の企画・実施するベトナム地方都市の防災
対策に関する現地調査に動向する機会を得た。２０１５年１０
月１８日（日）～２５日（日）の期間、ハノイ帰着でベトナ
ム中部の都市・フエの郊外、特にラグーンの洪水常習地
帯のフィールドワークに４日間参加した。これらの成果
は単行本としてまとめられる予定で、筆者の担当章は
「Collective behaviors and social organization : sociologi-
cal research on disaster（the case of rural communities
suffering from natural disasters in Vietnamese Central
Region）」となる。
ベトナム関連で言えば、２０１４年１１月には、ベトナム・
ハノイに集中講義に招かれた。ベトナム国家大学ハノイ
校の東洋学部・日本研究学科がこの１０年ほど、国際交流
基金のバックアップで日本研究集中講座を運営してい
る。一週間ほどの集中講義形式で、１１月初旬の大学文化
祭休講期間を利用して渡越した。集中講義のテーマは
「近現代日本における開発・復興と人々の生活の変容」
と設定し、「第１回：日本における都市化・郊外化・逆
都市化・再都市化」、「第２回：近現代日本における都市
開発」、「第３回：被災からの復旧・復興の道筋」、「第４
回：原子力災害への対応」を論じた。３０名強の学部授業
で受講生はほぼ女性で、日本語の理解力もすばらしく、
合わせて、授業補助についてくれた教員が適宜通訳とし
て参画してくれたことで、とてもスムーズに授業は進行
した。この授業内容の一部は、同大学の論集に寄稿した
（大矢根、２０１５d）。そして今年度４月からは、この受講
生の一人、Tran Thi Huyenさんが交換留学生として本
学に来て、私のゼミに所属し学んでいる。
そしてこれは例年のことだが、専大社会科学研究所の
積年のプロジェクトの経緯で、中国の北京日本学研究
センター
中心（大学院大学）を、今回は２０１５年３月に同大学院の
宋金文助教授を訪ねた。宋先生は、村落社会学をベース
に地域高齢者福祉論などを専門とするが、この数年は復
興研究に重点を置いていて、度々、東日本大震災の被災
地を訪ねている。同僚の嶋根克己教授がこの時期、セン
ターに派遣教授として赴任し教鞭をとっておられたこと
から、我々は嶋根先生の大学院授業にお邪魔することと
なった。今回、専大サイドからの参加者は専大・社会知
性開発研究センターの「ソーシャル・ウェルビーイング
研究センター」のメンバーで、筆者の他に、社会学科の
同僚で同 SW研の事務局長・金井雅之教授、同研究員・
PD矢崎慶一君、宮川英一君、であった。。
医療・看護関係
『シリーズ現代社会と看護（第一巻）』（中央法規、
２０００）において「阪神・淡路大震災～災害と病院 :救急
医療体制と院内看護～」を執筆した繋がりで、この編集
にあたっていた現・帝京大学医療技術学部看護学科長・
星直子教授よりお声かけいただいて、東日本大震災以
降・毎年、「災害看護」の授業の１コマを担当している。
今年度は１０月１５日（木）、「災害にのぞむ社会学的研究実
践―復興の諸相に対峙して―」と題して講義した。
３―３. 東日本大震災関連執筆原稿
東日本大震災に関連して２０１４年度末から２０１５年度秋ま
でに執筆・刊行された論攷を以下にあげておく。
◇大矢根淳、２０１５a、「東日本大震災・現地調査の軌跡・―」生活再
建・コミュニティ再興の災害社会学の研究実践に向けて（覚書）―」
『専修人間科学論集』Vo.５、No.２。
◇――――、２０１５b、「現場で組み上げられる再生のガバナンス―既定復
興を乗り越える実践例から―」清水展他編『新しい人間、新しい社会
―復興の物語を再創造する』（災害対応の地域研究シリーズ第５巻）
京都大学出版会。
◇――――、２０１５c、「小さな浜のレジリエンス―東日本大震災・牡鹿半
島小渕浜の経験から―」清水展他編『新しい人間、新しい社会―復興
の物語を再創造する』（災害対応の地域研究シリーズ第５巻）京都大
学出版会。
◇――――、２０１５d、「日本における災害復興の位相・実相と事前復興・
減災サイクル―「災害対策基本法」改正（２０１３）の視覚と諸論点を含
みつつ―」ヴォ・ミン・ヴ編『日本研究論集：災害と復興』世界出版
社（ハノイ）。
◇――――、２０１５e、「「復興－防災」連関の地域社会学的災害研究に向
けて：岩手県大槌町安渡町内会における津波防災計画づくりを例に」
震災問題情報連絡会編『東日本大震災研究交流会 研究報告書』。
◇中島正裕・川副早央里・塩田光・大矢根淳、２０１５、「宮城県石巻市に
おける仮設住宅団地の生活実態―東日本大震災発生から１年半後のコ
ミュニティに着目して―」『農村計画学会誌』（Vo.３４／No.２）。
以下、２０１５年１１月末日現在、校正中。
◇――――、２０１５（予定）、「復興政策」室崎益輝他監修『災害対応ハン
ドブック』法律文化社。
◇――――、２０１５（予定）、「環境と災害」篠原清夫編『大学生のための
社会学入門』晃洋書房。
注
１）授業シラバス参照のこと。http : //syllabus.acc.senshu−u.
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ac.jp/syllabus/syllabus/search/SyllabusInfo.do?nendo=2015&
kogikey=35132&setti=1
事例としては（年によって異なるが）、アルメニア地震、
明治・昭和・平成三陸地震津波、関東大震災、東京大空襲、
沖縄戦、阪神・淡路大震災、雲仙・普賢岳噴火災害など。こ
れら自然・人為災害に加えて劇的な生活変容・生活再建を扱
う中で、ダム建設・集落移転、鉄道沿線開発、土地区画整理
事業、バブル期の地上げなど。
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